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5 年に一度の“和牛のオリンピック”

　第 12 回全国和牛能力共進会鹿児島大会
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全国の和牛王座を決定する第12回全国和牛能力共

進会が、10月６日～ 10日にかけて霧島市で開催

された。同大会は5年に一度開催されるもので、今回の

来場者は延べ30万8000人を超す一大イベントとなった。

　県代表は全９部門のうち、６部門で首席を獲得し「種

牛の部」の第４区（繁殖雌牛群）では、内閣総理大臣賞を

受賞するなど「和牛日本一」の栄冠に輝いた。

　本町においては、（株）ヤマサンが地域の和牛振興への

貢献が認められ、和牛繁殖農家特別表彰を受けた。

　さらに、期間中は同会場内で各市町村や企業による特

産品等の物販もなされ、本町のブースにおいては黒糖や

白ゴマ、焼酎等の販売を行い、全て売れ行き好調となった。

提供写真 大盛況のブースとなりました

“儲かる農業”に向けて

　認定・担い手農業者研修会開催

喜界町認定･担い手農業者協議会（高岡清信会長）が10

月27日、スマート農業に関する研修会を開催した。

　スマート農業とは、ＩＣＴ（通信技術を使って人とイン

ターネット、人と人を繋げる技術）を活用した農業のこと。

ロボット技術等を用いることで、省力で大規模生産が可能

となる他、危険な作業の回避、誰もが取り組みやすい農業

の実現が期待できる。

　当日はまず、大島支庁農政普及課の轟氏による、スマー

ト農業の概要や無人でも作動する収穫用のロボット、取り

入れている農家の活用事例等の説明がなされた。その後ほ

場に移動し、（株）南榮工業（宮崎県）による自動操舵システ

ムや、農業用ドローンの紹介や実演がなされ会は終了した。

　農業に関する問い合わせは農業振興課（☎65-3692）へ。
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ふるさと納税』で
喜界町を元気に!!
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　観光担当より、E-サイクル（電動アシスト付き自転車）の魅力についてご紹介します！

　今年度からE-サイクルで巡る喜界島国立公園ツアーが始まっています。このツアーでは、奄美

群島認定エコツアーガイドが島ならではの魅力をE-サイクルで案内します。

　10月２日（日）に試走会を実施し、認定エコツアーガイドの冨充
みつのり

徳さんに「E-サイクルで巡る国

立公園の自然＆パワースポット満喫ツアー」を案内していただきまし

た。このE-サイクルの特徴は、普段車で通ることのない裏道を通る

など、島の動植物をその場で見て体感できることです。この日もガイ

ドの冨さんですら普段あまり見かけない“リュウキュウズアカアオバ

ト”を偶然発見し、みんなで自転車を降りて見に行くなど、偶然の出

会いも多々ありとても新鮮なツアーでした！ E-サイクルの魅力の一つ、

「五感で楽しむ」これこそ喜界島の地形に適した体験だと感じました。

私が１番感動したのは、坂道を自転車で下る時の爽快感！！！ガジュマル巨木横の道を上って

いった後に待ち構える下り坂。海、青空、サトウキビ畑、美味しい空気、涼しい風が日頃の疲れを

吹き飛ばすくらいの爽快感でした！くせになりそうです…喜界島って本当に最高ですね。

　E-サイクルは電動アシスト付きの機能が搭載されているので、上り坂もラクラク上ることがで

きます！皆さんもぜひ体験してみてはいかがでしょうか？

　予約はE-サイクルツアー予約サイトで受け付けています。

問い合わせ先：喜界島観光物産協会
　　　   　　　☎0997-65-1202

予約はこちらから

サ ン ゴ の 島 を め ぐ る
喜界島の国立公園体験ツアー

Ａコース
　いにしえの大和と琉球が交わる喜界島で伝承の世界をサイクリング（１日）

　￥16,000円（税込）

Ｂコース
　喜界島段丘と集落を巡るＥ-サイクルの旅（半日）

　￥10,000円（税込）

Ｃコース
　Ｅ-サイクルで巡る国立公園の自然＆パワースポット満喫ツアー（半日）

　￥10,000円（税込）
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町からのおしらせ
Information from town 

　令和４年中に納付した国民年金保険料は、全額が

社会保険料控除の対象となります。控除の適用を受

けるには、年末調整や確定申告の際に、保険料を支

払ったことを証明する書類の添付が必要です。

●控除の対象

　・ その年の1月1日から12月31日までに納付した

国民年金保険料の全額（過去の年度分も含む）。

　・家族の保険料を納付した場合も控除対象。

●控除を受けるための証明書類

日本年金機構から次のスケジュールで「社会保険

料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されます。

年末調整や確定申告の際にお使いください。

　①令和４年１月１日～９月 30 日までに納付された方

　　→ 11 月上旬に発送。

　② 令和４年 10 月１日～ 12 月 31 日までに今年初めて

納付された方

　　→令和 5 年 2 月上旬に発送。

●問い合わせ

　保健福祉課 国民年金担当　☎ 0997-65-3685

　奄美大島年金事務所　 　　☎ 0997-52-4341

11 月 30 日（いいみらい）は「年金の日」です。

　公的年金制度に対する理解を深め、ご自身の年金

記録や年金受給見込額を確認し、将来の生活設計に

ついて考えてみませんか？

◎ 公的年金は、老後の支え（老齢年金）としての役

割だけでなく、若い時に障害を負ってしまった場

合（障害年金）や、家計の支え手を亡くした場合

（遺族年金）にも支えます。

◎ 年金保険料を未納のまま放置すると、年金受給が

できない場合があります。納付が難しい場合は免

除申請の手続きをお願いします。

◎ 「ねんきんネット」をご利用になると、ご自身の

年金記録確認や受給見込額試算ができます（日本

年金機構 Web サイトでご確認ください）。

　令和４年度より、本町の公共下水道施設及び農業

集落排水施設の処理区域内で、下水道施設に接続工

事をする場合に助成金を交付します。なお、新築は

対象外です。

【処理区域】

１．公共下水道区域【湾、赤連、中里、池治】

２．農業集落排水区域【荒木、城久、志戸桶、佐手久】

【対象者】

・ 世帯全員に町税、上下水道料金、住宅使用料の滞

納がないこと

・世帯全員の住民税が非課税の世帯

【助成額】

・工事費用の２分の１以内（助成限度額25万円）

【申請期限】

・ 工事を完了した日から30日以内（対象工事によっ

ては着工前の写真が必要になる場合があります）

＊町が指定する工事店での工事に限ります。

　指定工事店は町のホームページで確認できます。

　 （町ホームページ－町政情報－くらしの情報―上

下水道―下水道―下水道）

　詳しくはまちづくり課（☎65－3690）へお問い

合わせ下さい。

　喜界町を含む県内すべての市町村で、平成 30 年

度から、８月と 12 月を「鹿児島県県下一斉国保税

滞納整理強化月間」と定め、納税意識を高める取組

を実施しています。

　国保税は、国保制度を支える貴重な財源です。納

期内納付へのご協力をお願いします。

　〈問い合わせ先〉

　  町民税務課 国民健康保険税係

　  　　　 　　☎ 0997-65-3686（直通）

保健福祉課からのおしらせ　
「 社会保険料（国民年金保険料）控除

証明書」の発送について

まちづくり課からのおしらせ　
「下水道接続促進助成金」について

町民税務課からのおしらせ　
８月と12月は「鹿児島県県下一斉国保税
滞納整理強化月間」です！
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室
」
の
体
験
学
習

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

喜
界
島
で
は
、
海
岸
に
打
ち
上
が
る
サ
ン

ゴ
の
石
を
積
み
上
げ
た
「
サ
ン
ゴ
の
石
垣
」

が
見
ら
れ
ま
す
。
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
の
恵
み
を

利
用
し
た
石
垣
は
、
喜
界
島
で
育
ま
れ
た
サ

ン
ゴ
礁
文
化
の
象
徴
と
も
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
最
近
で
は
空
き
家
が
増
え
て
管
理
が
で

き
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
崩
れ
た
石
垣
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
今
回
は
、
阿
伝
集
落
サ

ン
ゴ
の
石
垣
保
存
会
の
武
田
事
務
局
長
の
ご

指
導
の
下
、
講
座
の
受
講
生
12
名
が
集
ま
り
、

高
さ
約
１
８
０
㎝
、
幅
４
ｍ
、
奥
行
き
70
㎝

ほ
ど
の
石
垣
の
修
復
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
外

側
に
大
き
い
石
を
積
み
、
そ
の
内
側
や
隙
間

に
は
小
さ
い
石
を
挟
み
、
石
の
重
さ
で
よ
り

安
定
す
る
よ
う
に
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
サ
ン
ゴ
の
石
垣
の
構
造
を
学
び

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
は
ま
る
石
を
探
し
て

組
み
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
積
ん
で
も
何
度

か
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
な
か
な
か

上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
ハ
ン
マ
ー
で
石
を
削

り
、
叩
い
て
は
め
込
み
な
が
ら
安
定
す
る
よ

う
積
み
上
げ
、
作
業
開
始
か
ら
約
３
時
間
で

よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
島
に
生
ま
れ
育
っ
た
け
ど
、
初
め
て
石
を

積
ん
だ
」「
石
垣
の
中
の
構
造
が
解
っ
た
」「
石

積
み
の
難
し
さ
が
理
解
で
き
た
。
ご
先
祖
様

に
感
謝
で
す
。」と
い
う
充
実
し
た
感
想
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
町
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
と
と

も
に
サ
ン
ゴ
礁
文
化
の
保
全
と
継
承
に
取
り

組
み
ま
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
、
喜
界
島
で
育
ま

れ
た
サ
ン
ゴ
礁
文
化
の
保
存
継
承
の
た
め
、

サ
ン
ゴ
の
石
垣
の
修
復
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　令和５年１月２日（月）に自然休養村管理センターにおいて喜界町はた

ちのつどいを行います。該当者は、平成14年４月２日～平成15年４月１

日までに生まれた方となっております。

　参加希望の方は、下記まで申込をされますようお願いします。

記

【申込場所】教育委員会事務局生涯学習チーム（中央公民館内）

【申込締切】令和４年12月９日（金）

【問合せ先】生涯学習チーム （☎65-0229）
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サンゴ通信
№５４№５４

『
科
学
と
ア
ー
ト
の

『
科
学
と
ア
ー
ト
の

　
　

祭
典
２
０
２
２
秋
』

　
　

祭
典
２
０
２
２
秋
』

ア
ン
ソ
ロ
ポ
リ
ウ
ム
２
０
２
２

ア
ン
ソ
ロ
ポ
リ
ウ
ム
２
０
２
２

10
月
15
日
、

16
日
、
役
場
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
に
て
『
ア
ン

ソ
ロ
ポ
リ
ウ
ム

２
０
２
２
』
が

実
施
さ
れ
ま
し

た
。
ア
ン
ソ
ロ

ポ
リ
ウ
ム
と
は

ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ

ジ
ー
（
人
類
学
）
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
掛
け

合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。
南
山
大
学
の
文
化
人
類

演
劇
『
ユ
ラ
ウ
』

演
劇
『
ユ
ラ
ウ
』

　

同
じ
く
10
月
15
日
と
16
日
の
2
日
間
、
旧
坂

嶺
小
学
校
校
庭
に
て
劇
団
青
年
団
に
よ
る
演

劇
『
ユ
ラ
ウ
』
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
サ

ン
ゴ
研
が
演
劇
を
や
る
の
か
？
こ
れ
ま
で
サ
ン

ゴ
研
で
は
研
究
成
果
を
ど
の
よ
う
に
し
て
提
示

し
地
域
に
還
元
し
て
い
け
る
か
、
ま
た
、
研
究

す
る
段
階
で
ど
う
す
れ
ば
研
究
者
間
や
研
究
者

と
地
域
の
方
々
の
意
思
疎
通
を
図
れ
る
か
を
模

索
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
試
み
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
の
が

演
劇
で
す
。
今
回
出
来
上
が
っ
た
戯
曲
『
ユ
ラ

ウ
』
も
、
こ
れ
ま
で
サ
ン
ゴ
研
が
積
み
上
げ
て

き
た
様
々
な
デ
ー
タ
や
数
々
の
調
査
に
よ
っ
て

集
ま
っ
た
情
報
が
の
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

喜
界
島
で
は
今
年
８
月
に
研
究
者
や
学
生
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
合
同
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
集
落
の
方
々
へ
の
聞
き

取
り
調
査
で
出
て
き
た
情
報
に
、
坂
嶺
集
落
は

昔
か
ら
米
ど
こ
ろ
で
稲
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
お
米
を
貰
う
た
め
に
荒
木
集
落
の

人
た
ち
は
魚
な
ど
を
持
っ
て
坂
嶺
に
通
っ
て
い

た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
着

想
を
得
て
、
旧
坂
嶺
小
学
校
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の

下
を
舞
台
に
、
人
々
の
心
情
や
時
間
が
流
れ
て

い
く
様
子
を
演
劇
に
し
ま
し
た
。

　

屋
外
で
の
公

演
だ
っ
た
た

め
、
初
日
は
劇

中
に
ス
コ
ー
ル

に
見
舞
わ
れ
る

ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
し
た
が
、

何
と
か
２
日
間

の
日
程
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
、

上
演
後
は
演
者
と
観
客
、
研
究
者
に
よ
る
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
に
よ
る
戯
曲
と
演

技
だ
っ
た
た
め
、
表
現
が
難
し
く
理
解
に
苦
戦

す
る
場
面
も
多
く
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

議
論
で
は
シ
マ
の
方
々
か
ら
様
々
な
感
覚
が
呼

び
起
さ
れ
た
よ
う
に
意
見
が
出
て
き
て
、
感
動

し
た
と
い
う
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
12
月
に
東
京
で
の
公
演
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
回
出
た
意
見
を
も
と
に
戯

曲
を
更
新
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
に
い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
喜
界
島
を
テ
ー

マ
に
し
た
サ
ン
ゴ
研
に
よ
る
演
劇
を
見
て
み

ま
せ
ん
か
!?
詳
し
く
は
サ
ン
ゴ
研
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！
（
☎
０
９
９
７-

66-

０
２
０
０
）

学
の
研
究
者
で
あ
る
後
藤
明
先
生
に
監
修
し
て

い
た
だ
き
、
空
気
で
膨
ら
ま
せ
た
エ
ア
ド
ー
ム

を
使
っ
て
喜
界
島
や
各
地
の
星
空
を
投
影
し
、

星
座
や
星
に
ま
つ
わ
る
民
話
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目
の
実
施
と
な
る
今

回
も
、
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
島
の
方
々
が
挑
戦
し
、
１
３
０
人
以
上
の

お
客
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ナ
レ
ー
タ
ー
は
イ
ベ
ン

ト
当
日
の
約
１
か
月
半
前
か
ら
集
ま
り
、
練
習

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
喜
界
島
で

見
ら
れ
る
星
座
や
民
話
と
併
せ
て
、
サ
ン
ゴ
研

が
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
星

空
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

見
慣
れ
な
い
星
座
や
難
し
い
言
葉
を
使
っ
た

民
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
練
習
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
と
と
も
に
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
光
害
に
よ
っ
て
多
く
の
都
市
で

は
星
空
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
喜

界
島
で
は
満
天
の
星
空
が
眺
め
ら
れ
、
星
へ
の

想
い
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
皆
さ
ん

と
そ
の
ご
家
族
の
方
々
、
当
日
来
場
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
他
の
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
に
は
な
い
喜
界
島
だ
け
で
し
か
で

き
な
い
、
感
動
的
な
も
の
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
喜
界
島

の
美
し
い
星
空
を
見
上
げ
、
身
の
回
り
に
あ
る

星
座
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
探
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

9　Kikai Public Relations 2022.11
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　人権週間は、昭和23年の国連総会において「世界人権宣言」が採択されたことを記念して国におい

て定められたもので、今年で74回目となります。

　私たちの社会には、部落差別をはじめとして、女性、子ども、高齢者、障害者、外国人、性的指向及

び性自認等に関する人権問題が依然として存在しており、さらに、インターネット上の誹謗中傷、感染

症等に関する偏見や差別など様々な人権問題が生じております。

　これらの問題を解決するためには、私たち一人ひとりが人権問題を「自分自身にも関わりのあるこ

と」として受けとめ、身近な人権問題について関心を持ち、正しく理解することが大切です。

　全ての人の人権が尊重される社会づくりのため、この機会に、ぜひ皆さんもあなたの身近なことから

人権について考えてみましょう。

　各市町村には、法務大臣が委嘱した人権擁護委員がおり、地域に密着した存在として様々な人権に関

する相談に応じています。本町では次の方々が人権擁護委員として活動しています。

　・体岡　光子（大朝戸）・碇山　典子（荒木）・安藤　和久（上嘉鉄）

　【特設人権相談所の開設について】

　　日時　令和４年12月５日（月）　午前10時から午後３時まで

　　場所　役場研修室

　　相談は無料で、秘密は固く守られます。人権問題について

　お困りの方は、お気軽にご相談ください。

町民税務課からのおしらせ
１２月４日から１０日は「第７４回人権週間」です。

12 月 10 日から 16 日までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。

北朝鮮人権侵害問題啓発週間とは
　平成18年６月に「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」が施行され、

拉致問題を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題は、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされて

います。解決のためには、この問題について、関心と認識を深めていくことが大切です。

北朝鮮による日本人拉致問題について
　1970年代から80年代にかけて、北朝鮮により多くの日本人が拉致されました。現在、17名が政府に

よって拉致被害者として認定されています。また、政府が認定した被害者以外にも、いわゆる特定失踪

者等の北朝鮮による拉致の可能性が排除できない人たちがいます。

　平成14年９月の第１回日朝首脳会談において、北朝鮮は日本人を拉致していたことを認め、謝罪しま

した。その後、５名の被害者が帰国しましたが、残りの拉致被害者については、いまだ納得のいく説明

がありません。

　拉致問題は、我が国の主権や国民の生命と安全に関わる重大な問題であり、日本政府は、北朝鮮側か

ら納得のいく説明や証拠の提示がない以

上、安否不明の拉致被害者が全て生存し

ているとの前提に立って、被害者の即時帰

国と納得のいく説明を行うよう強く求めて

います。

　政府は、国の責任において、拉致問題の

解決に取り組み、全ての拉致被害者の一

刻も早い帰国に向けて全力を尽くします。

問い合わせ先

役場町民税務課

☎ 65-3687

人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもるくん　人ＫＥＮあゆみちゃん

北朝鮮当局による
人権侵害問題に対する
認識を深めましょう

問い合わせ先

役場町民税務課

☎ 65-3687
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☎

花房　燈
と わ

和くん義岡　永
な つ

紬くん玉岡　美
み お

桜ちゃん澄田　由
よしのぶ

伸くん

前川　大
だ い き

輝くん中園　美
み さ き

咲ちゃん豊島　蒼
そ う た

大くん廣司　紬
ゆ ら

良ちゃん惠畑　裕
ゆ う ひ

桧くん

33
歳
児
歯
科
健
診
で

歳
児
歯
科
健
診
で

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
と
も
だ
ち
を

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
と
も
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

11
月
11
日
は

　
　
　
　

「
介
護
の
日
」

　

令
和
3
年
度
の
喜
界
町
の
平
均

寿
命
は
男
性
79
・
４
歳
、
女
性
86
・

６
歳
、
要
介
護
２
に
な
る
ま
で
の
平

均
自
立
期
間
は
男
性
77
・
３
歳
、
女

性
83
・
５
歳
で
す
（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
よ
り
）。

　

人
生
後
半
の
時
間
、
男
性
は
約

２
年
、
女
性
は
約
３
年
、
な
ん
ら
か

の
支
援
を
受
け
て
過
ご
す
こ
と
に
な

る
と
い
う
デ
ー
タ
で
す
。
自
分
で
出

来
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
辛
い
こ
と
で
す
。
人
生

１
０
０
年
と
言
わ
れ
る
時
代
が
や
っ

て
き
ま
す
。
ど
ん
な
風
に
人
生
後
半

の
時
間
を
過
ご
し
た
い
か
、
支
援
が

必
要
に
な
っ
た
時
に
ど
ん
な
ケ
ア
を

受
け
た
い
か
考
え
、
大
事
な
人
と
語

り
あ
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
い
日
　

い
い
日
　

い
い
日
　

い
い
日
　

　

毎
日
あ
っ
た
か
介
護

　

毎
日
あ
っ
た
か
介
護

　
　
　
　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　

あ
り
が
と
う

施
設
で
の
口
腔
ケ
ア
向
上
を

　
　

目
指
し
て
研
修
会
開
催

10
月
25
日
に
オ
ア
シ
ス
ケ
ア
喜
界

で
、
職
員
向
け
の
口
腔
ケ
ア
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
歯
科
の
林
文
仁
院
長
が
「
口

腔
と
全
身
の
関
わ
り
」
と
題
し
て
約

１
時
間
半
、
ご
講
演
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
業
務
終
了
後
に
参
加
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
み
な
さ
ん
熱
心
に
聞
い
て
い
る

姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　

「
歯
」
だ
け

で
は
な
く
「
口

腔
」
の
状
態

が
全
身
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
画
像
な
ど
を

用
い
て
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
要
介
護
状
態

に
あ
る
方
で
特
に
問
題
に
な
る
の

は
「
誤ご

え
ん嚥

性
肺
炎
」
で
す
。
歯
垢
１

㎎
 

中
に
は
約
１
億
個
の
細
菌
が
あ
り

ま
す
。
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
る
と
、

そ
の
細
菌
が
気
管
の
方
に
入
り
込
み
、

肺
炎
を
起
こ
し
ま
す
。
口
の
中
を
キ

レ
イ
に
保
つ
こ
と
は
、
肺
炎
の
予
防

の
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
歯
周
病
の
治
療

を
す
る
こ
と
で
皮
膚
疾
患
が
治
っ
た

事
例
や
、
か
み
合
わ
せ
を
調
整
す
る

こ
と
で
姿
勢
の
ゆ
が
み
が
解
消
さ
れ

た
事
例
な
ど
、
驚
く
よ
う
な
事
例
が

た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
の
が
、「
義
歯
（
入

れ
歯
）
は
歯
科
医
師
だ
け
で
つ
く
る

も
の
で
は
な
い
。
患
者
さ
ん
と
歯
科

医
師
が
一
緒
に
つ
く
る
も
の
。」
と

い
う
言
葉
で
す
。
定
期
的
な
歯
科

受
診
で
歯
医
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
す
ね
。

　

口
は
体
の
入
口
で
す
。
自
分
の
口

の
健
康
に
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
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「
情
報
モ
ラ
ル
」講
演
会
が

　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

10
月
７
日
（
金
）、
８
日
（
土
）、
児
童
・
生

徒
及
び
保
護
者
を
対
象
と
し
て
「
子
ど
も
の
未

来
を
守
る
た
め
の
情
報
モ
ラ
ル
」
講
演
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
（
主
催
：
喜
界
町
郊
外
生
活
指

導
連
絡
会
、
会
場
：
町
内
小
・
中
学
校
及
び
喜

界
高
等
学
校
）。

　

講
師
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ネ
ッ
ト
ポ
リ
ス
鹿

児
島
」
の
戸と

だ
か
な
り
と

高
成
人
さ
ん
で
す
。
戸
高
さ
ん
は

「
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
リ
ス
ク
教
育
研
究
会
」
な

ど
、
各
種
団
体
に
所
属
し
て
お
り
、
県
内
外
の

中
学
校
・
高
校
で
多
く
の
講
演
を
行
っ
て
い
ま

す
。
戸
高
さ
ん
は
次
の
よ
う
な
話
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る
時
間
が
長
く
な

る
と
、
体
力
・
視
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
低
下
す
る
危
険
が
あ
る
。

・
人
間
に
は
「
や
め
た
く
て
も
、
や
め
ら
れ
な

い
」
と
い
う
行こ

う
ど
う
し
へ
き

動
嗜
癖
が
あ
り
、
健
康
問
題
や

人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
こ
と

に
つ
な
が
る
。

　

他
に
も
視
力
低
下
や
脳
の
機
能
低
下
、
学
力

不
振
な
ど
の
視
点
か
ら
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
話
を
基
に
児
童
・
生
徒
は
印

象
に
残
っ
た
内
容
を
選
択
し
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。「
ス
マ
ホ
は
時
間
を
決
め
て
使
う
。」「
部

屋
を
明
る
く
し
て
、画
面
か
ら
目
を
離
す
。」
な
ど
、

自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
健
康
を
守
る

ル
ー
ル
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

・
私
自
身
も
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
す
ぎ
た
こ
と

で
寝
付
き
が
悪
く
な
っ
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ

デ
ィ
ア
の
こ
と
を
話
し
合
お
う
と
思
い
ま
す
。

・
「
ス
マ
ホ
に
子
守
は
で
き
て
も
子
育
て
は
で
き

な
い
。
」
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
我
が

身
を
振
り
返
っ
て
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
声
か

け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中学校提供

喜
界
小
学
校
の
６
年
生
の
皆
さ
ん
が

　
　
　
　
　

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
！

10
月
21
日
（
金
）、喜
界
小
学
校
６
年
い
組
と
、

ろ
組
の
児
童
が
歴
史
民
俗
資
料
室
の
見
学
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
中
央
公
民
館
２
階
に
あ

る
歴
史
民
俗
資
料
室
の
民
具
や
文
化
財
に
つ
い

て
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
に
民
具
に
触
れ
た
り
、
展
示
物

に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
解
い
た
り
し
な
が
ら
喜

界
島
の
歴
史
や
昔
の
人
々
の
生
活
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

見
学
し
た
児
童
は
、「
昔
の
道
具
の
使
い
方

や
昔
の
人
の
暮
ら
し
が
わ
か
っ
て
面
白
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
が
関
わ
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
や
ネ
ッ
ト
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
学

校
と
保
護
者
・
地
域
が
連
携
し
た
情
報
モ
ラ
ル

の
理
解
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
喜
界

町
で
は
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な
取
組
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

公
民
館
講
座
紹
介

　

第
２
回「
喜
界
島
民
謡
三
線
教
室
」

　

今
回
は
、「
喜
界
島
民
謡
三
線
教
室
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　

「
喜
界
島
民
謡
三
線
教
室
」
は
、
故
田
中
働
助

さ
ん
と
菅
沼
節
枝
さ
ん
が
始
め
た
公
民
館
講
座

で
、
現
在
は
、
菅
沼
節
枝
さ
ん
が
シ
マ
唄
を
、
上

原
慶
三
郎
さ
ん
が
三
線
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、「
朝
花
節
」
や
「
い
き
ゅ
ん
に
ゃ

加
那
節
」
な
ど
の
他
に
、「
伊
実
久
ば
し
ゃ
山
節
」

や
「
あ
さ
す
み
ち
ゃ
が
り
節
」
な
ど
喜
界
島
で

昔
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
き
た
シ
マ
唄
も
学
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
唄
と
三
線
に
加
え
、
方
言
で
書
か

れ
た
唄
の
歌
詞
の
意
味
な
ど
も
学
習
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
16
名
の
学
級
生
が
学
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
志
戸
桶
東
部
公
民
館
で
は
、
地
域

講
座
も
行
っ

て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の

あ
る
方
は
是

非
、
見
学
に

い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。
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花
岡  

正
美

池
本  

綾
子

有
田  

潔

若
松  

周
司

松
山  

寛
尚

野
地  

達
也

加
藤  

哲
雄

増
田  

浩
弥

種
田  

和
歌
子

長
光  

浩
次

池
本  

雅
里

大
角  

哲
也

永
井  

玲
央

村
上  

太
郎

国
広  

晶
子

福
田  

郁
美

村
松  

裕
之

三
原  

忠
則

伊
藤  

竜
二

千
葉
県
富
里
市

兵
庫
県
姫
路
市

千
葉
県
船
橋
市

大
阪
府
大
阪
市

広
島
県
廿
日
市
市

神
奈
川
県
平
塚
市

福
岡
県
福
岡
市

滋
賀
県
大
津
市

東
京
都
大
田
区

大
阪
府
東
大
阪
市

静
岡
県
長
泉
町

宮
城
県
仙
台
市

神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
文
京
区

山
口
県
周
南
市

熊
本
県
八
代
市

東
京
都
日
野
市

姶
良
市

千
葉
県
千
葉
市

岡
田  

健
吾

小
花
和  

宏
之

光
岡  

信
昭

開  

友
弘

藤
井  

禅

山
根  

望

山
本  

和
良

図
師  

武

西
河  

美
香

内
山  

孝
江

木
部  

浩
尚

谷
口  
陽
祐

森  
毅

伊
津  

尚
弥

藤
森  

由
香

角
田  

弘
之

菅
原  

清

木
村  

勝
紀

長
谷
川  

稔

西  

英
一

小
沼  

友
明

桃
井  

寛
仁

徳
永  

和
訓

小
松  

貴
之

荒
井  

秀
和

飯
田  

将
晃

関
原  

克
美

福
井
県
福
井
市

北
海
道
札
幌
市

姶
良
市

東
京
都
葛
飾
区

東
京
都
品
川
区

神
奈
川
県
横
浜
市

神
奈
川
県
横
浜
市

大
阪
府
河
内
長
野
市

広
島
県
広
島
市

埼
玉
県
上
尾
市

山
口
県
下
関
市

愛
知
県
大
府
市

熊
本
県
熊
本
市

北
海
道
札
幌
市

京
都
府
京
都
市

東
京
都
文
京
区

埼
玉
県
越
谷
市

神
奈
川
県
小
田
原
市

兵
庫
県
神
戸
市

兵
庫
県
小
野
市

東
京
都
北
区

兵
庫
県
神
戸
市

兵
庫
県
神
戸
市

神
奈
川
県
横
浜
市

兵
庫
県
宝
塚
市

鹿
児
島
市

東
京
都
北
区

真
井  

大
樹

徳  

哲
也

八
幡  

久
和

片
倉  

陽
子

本
島  

一

安
村  

和
則

福
林  

千
博

田
實  

豊
美

田
野  

真
弓

袴
田  

真
三

藤
井  

克
子

下
田  

潤
一

奥
屋  

太
志

加
藤  

浩
幸

鳳
京  

準

吉
田  

理
恵

木
村  

真
一

住
岡  

幸
吉

住
岡  

ス
イ
子

中
澤  

紘
右

濱
口  

謙
一

前
川  

泰
孝

千
葉  
宏
一

坂
元  
義
孝

伊
藤  

稔

大
津  

倉
義

鹿
児
島
市

鹿
屋
市

宮
崎
県
宮
崎
市

東
京
都
北
区

大
阪
府
池
田
市

神
奈
川
県
横
浜
市

福
岡
県
北
九
州
市

東
京
都
武
蔵
村
山
市

京
都
府
京
都
市

静
岡
県
浜
松
市

千
葉
県
千
葉
市

東
京
都
練
馬
区

広
島
県
広
島
市

愛
知
県
豊
田
市

神
奈
川
県
鎌
倉
市

大
阪
府
堺
市
南
区

東
京
都
江
戸
川
区

兵
庫
県
尼
崎
市

兵
庫
県
尼
崎
市

埼
玉
県
川
口
市

神
奈
川
県
横
浜
市

岐
阜
県
大
垣
市

神
奈
川
県
大
和
市

宮
崎
県
宮
崎
市

神
奈
川
県
綾
瀬
市

神
奈
川
県
川
崎
市

ふるさと納税ふるさと納税
　　　　　　　　（敬称略）

R４.９.16～10.10申込分

・寄付者合計　　946名

・広報掲載希望　  73名

当月合計：   9,782,000 円

今年度累計：50,622,000 円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○勤務地：喜界島通信所内

○業務内容：施設内のモニター監視、受付、入出門業務

○シフト：① 0：00 ～ 7：00　② 7：00 ～ 16：00　③ 16：00 ～ 24：00

　　　　　夜間手当有（時給 950 円～）※三交代シフト制

　　　　　管理者募集（シフト組、他諸々）手当あり※詳細は電話にて

問い合わせ先：（株）ＲＨＳ　☎ 099-201-7055　☎ 090-8835-4084

（株）ＲＨＳ　施設警備員募集
有料広告
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有料広告

①介護職員 /正 : 月給 15 万円

～ 21.6 万円

〒892-6201　鹿児島県大島郡喜界町赤連 69 番

①介護職員 /正社員 : 月給 158,000 円～ 258,100 円　パート : 時給 865 円～ 904 円

※別途夜勤手当 5,000 円 /1 回

②調理員 /契約社員 : 月給 147,212 円　パート : 時給 855 円～ 934 円　　　

就職支度金・入職祝金制度 /　　　　　　　

業績による昇給・賞与 /資格取得支援制度 /

合同研修など教育充実 /キャリアパス制度 /

退職金制度 /特定処遇改善加算 /制服貸与

正社員・パート募集

①A.  7:00~16:00     B.  8:30~17:30

　C.10:00~19:00    D.13:00~22:00

　E.22:00~  7:00 

②A.  6:00~15:00     B.  8:00~17:00

　C.10:30~19:30 

有料広告
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♥我が家のアイドル ・ ししーになりました♥

　車と音楽とアンパン
マンが大好きな瀬凪。
オモチャのバットを振
り回したり、音楽に合
わせてニコニコ踊った
り、みんなを笑顔にし
てくれてありがとう♩
瀬凪の成長を楽しみに
しています！
　これからも一緒に
いっぱい笑おうね！！
　（父・雄　母・真代）

若松　若松　瀬瀬
せ なせ な

凪凪くん（1 才）くん（1 才）

　食べることが大好き
で、シシーな陽咲。で
きることが増えてパパ
とママは目が離せませ
ん。
　大きな病気もなく、
成長してくれてありが
とう ! ! これからもニ
コニコ笑顔で陽咲らし
く育ってね。生まれて
きてくれて、ありがと
う。大好きだよ♡
（父・卓人　母・愛美）

森　森　陽陽
ひ さ きひ さ き

咲咲ちゃん（1 才）ちゃん（1 才）

【大朝戸】【大朝戸】 【湾】【湾】

　令和 5 年度より喜界高校に通いながら、喜界島サンゴ礁科

学研究所で学ぶ、サンゴ留学生が生活する寮を開設します。

　そこで寮の夜間生活の守衛と、寮生に食事を提供する方を

募集いたします。興味のある方はお気軽に問い合わせ下さい。

　問い合わせ先：企画観光課　ふるさと未来創生室

　　　　　　　　☎ 65-3682（直通）

　いつも目を輝かせな
がらぐるぐると辺りを
見渡す嘉永。嘉永の
目には、どんなふうに
世界が見えているのか
な？嘉永が笑うと、お
父さんもお母さんも
とっても幸せな気持ち
になるよ！
　これからもいっぱい
笑顔を見せてね♡
（父・誠之　母・咲子）

【上東】【上東】

榮　榮　寿寿
す ず なす ず な

々那々那ちゃん（1 才）ちゃん（1 才）

【荒木】【荒木】

藤崎　藤崎　嘉嘉
か え いか え い

永永くん（1 才）くん（1 才）

　１歳おめでとう ! ! !
あっという間の１年。
　笑ったり泣いたり
怒ったり、大忙しだけ
ど、家族みんなで一緒
に過ごせる毎日が幸せ
です。
　寿々那の笑顔はみ
んなにパワーをくれま
す。これからも健康で
大きくなってねー。
（父・鉄兵　母・美里）
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（
敬
称
略
）

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

納付をお忘れなく！（11月）

【税】国民健康保険税・介護保険料・後

期高齢者保険料【4 期分】　11/30 まで

【使用料】11 月分上下水道使用料・公

営住宅使用料・保育料　11/30 まで

　納入はお早めに ! 口座振替をされている方は、
残高の確認をお忘れなく！

喜界町の住民基本台帳人口
（令和４年 11 月１日現在）

（　）は前月比、▲はマイナス

アリモドキゾウムシ根絶のために

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美
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田　
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ツ
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村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

弘
岡　

稲
子

<

萌
葉
会>

不
思
議
な
り
本
職
と
な
る
や
オ
セ
ロ
戦

あ
き
ず
仲
間
と
ひ
と
日
を
過
す

手
を
繋
ぎ
母
の
温
も
り
癒
さ
れ
て　

よ
ん
よ
ー
り
散
歩
貴
重
な
時
間

夫つ
ま

逝
き
て
早
や
七な

な
と
せ年

に
末
娘　

帰
っ
て
来
る
も
我わ

が

心
晴
れ
ず

日
課
な
り
目
薬
さ
し
て
薬
飲
む　

加
齢
に
は
勝
て
ぬ
、
と
夫つ

ま

し
み
じ
み

競
い
合
う
ス
テ
ィ
ッ
ク
振
る
手
に
気
合
い
あ
り　

ボ
ー
ル
は
先
行
き
ゴ
ー
ル
は
遠
く

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
も
唸う

な

る
大
谷
の　

フ
ォ
ー
ム
に
惚
れ
た
右
投
げ
左
打
ち

　現在、喜界町では国および鹿児島県とともにアリモドキゾウム

シの根絶事業を実施中です。

　わが町はアリモドキゾウムシ等防除条例で根絶防除に協力す

ることとしていますので、引き続き町民の皆様の根絶防除へのご

理解・ご協力をお願いします。

　今年度は、不妊虫放飼の他、中里、湾、赤連、荒木地区において、

ノアサガオ、放置サツマイモ等の本種の寄主植物除去を実施し

てきました。

　これから気温が低くなる秋冬期は、本種の増殖速度が大きく

鈍化するため、最適な防除シーズンになります。今後は収穫後

のサトウキビ圃場周辺のノアサガオ群落についても、除去や調査

をさせて頂くことがありますのでご協力よろしくお願いします。

　問合せ先：喜界地区アリモドキゾウムシ防除対策事務所

　　　　　　☎ 65-3561

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

　

氏　
　

名　
　

（
保
護
者
・
住
所
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

東
郷
　

菊
枝

田
畑
　

正
人

岡
田
　

忠
二

（
102
才
・
赤
連
）

（
90
才
・
前
金
久
）

（
94
才
・
荒
木
）

氏　
　

名　
　
　

（
年
齢
・
住
所
）

  

氏　
　

名　
　

住
所

要
　

守

東
郷
　

茂
雄

田
畑
　

長
次

岡
田
　

テ
ル
子

嶺
　

洋
一
郎

上
田
　

貞
子

新
山
　

そ
よ
子

岳
元
　

ヨ
シ
エ

中
間

赤
連

小
野
津

荒
木

愛
知
県

池
治

大
朝
戸

中
里

美
島
　

妃き

い葵
　
　

（
智
秀
・
前
金
久
）

嶺
　

チ
ヨ
子

上
田
　

修

新
山
　

林

岳
元
　

喜
久
雄

吉
見
　

博
幸

土
岐
　

よ
き

（
93
才
・
滝
川
）

（
87
才
・
池
治
）

（
84
才
・
大
朝
戸
）

（
97
才
・
中
里
）

（
42
才
・
中
里
）

（
96
才
・
中
里
）

世 帯 数   ・・・ 3,709 戸（▲６）

人 口   ・・・ 6,587 人（▲１１）

男   ・・・ 6,248 人（▲10）

女   ・・・ 3,339 人（▲１）
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
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に

加
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て
い
ま
す
。
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広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

くらしのカレンダーくらしのカレンダー

■　

編　

集　

後　

記　

■

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
言
わ

れ
て
い
た
、
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大

会
（
霧
島
市
・
10
／
６
～
10
）
に
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
に
町
と
し
て
出
店
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
物
販

の
た
め
に
約
1
週
間
出
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

黒
糖
や
ま
み
っ
か
ら
ー
、
焼
酎
な
ど
、
も
ち
ろ
ん
口

に
し
た
こ
と
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
味
わ
っ
た
こ

と
無
い
人
た
ち
に
ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
の
か
、ま
た
、

売
り
込
み
の
や
り
方
も
分
か
ら
ず
初
日
あ
わ
あ
わ
…
。

2
日
目
の
朝
に
酒
造
会
社
に
勤
め
て
い
る
地
元
の
先
輩

に
情
報
聞
い
て
か
ら
臨
ん
で
、「
焼
酎
飲
め
ま
す
」
と

声
か
け
し
た
ら
振
り
向
く
人
多
数
。
試
飲
勧
め
た
ら
男

女
問
わ
ず
「
お
い
し
い
」「
飲
み
や
す
い
」
と
い
う
評

価
で
、
焼
酎
が
ば
ん
ば
ん
売
れ
ま
し
た
。

　

他
の
商
品
も
売
り
切
れ
続
出
で
、
目
標
額
を
遙
か
に

超
え
た
売
上
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
し
ラ
ン
キ

ン
グ
が
あ
れ
ば
喜
界
町
は
か
な
り
上
位
だ
っ
た
の
で
は

と
い
う
ネ
タ
で
、
帰
り
の
船
の
中
で
楽
し
く
お
酒
を
飲

め
ま
し
た
。ま
た
、期
間
中
、誰
々
の
身
内
と
い
う
方
や
、

久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
方
と
話
し
で
き
た
り
、
ハ
プ

ニ
ン
グ
続
出
だ
っ
た
り
…
、
充
実
し
て
ま
し
た
。

　

と
、
い
っ
た
こ
と
が
先
月
号
の
締
切
前
後
に
あ
っ
た

の
で
、
編
集
後
記
の
と
お
り
〝
1
週
遅
れ
て
の
発
行
〝

を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
印
刷
会
社
の
迅
速
な
対
応
に

よ
り
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
の
予
定
で
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
毎
度
毎
度
、
ゆ
る
り
と
作
成
で
き
て

い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

（令和４年 12 月１日～ 12 月 31 日）（令和４年 12 月１日～ 12 月 31 日）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

●資料休館日 ●ブックスター
トおはなし会

【11：00】
●団体貸出

（幼・保等）
【14：30】

●クリスマスお
はなし会・ぬい
ぐるみお泊まり会

【14：00】

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

●休館日 ● 1 歳半健診
【すこ 13：15】
●内科診療

（７日まで）
【診療 ８：30】

●乳児健診・
1 歳歯科相談

【すこ 13：00】

●おはなし会
（読み聞かせ等）
【14：00】

11 12 13 14 15 16 17

●内科診療
（14 日まで）
【診療 ８：30】

●休館日 ● 3 歳児健診
【役場 13：15】

●子育て支援来館
（読み聞かせ等）
【11：00】

●おはなし会
（読み聞かせ等）
【14：00】

18 19 20 21 22 23 24

●休館日
●母子相談

【子育 11：00】

●おはなし会
（読み聞かせ等）
【14：00】

25 26 27 28 29 30 31
●内科診療

（28日正午まで）
【診療 ８：30】

●休館日 ●年末年始休館
（～１／３）

高校榕樹祭（10高校榕樹祭（10 ／／ 23）23）●については図書館（65-0962）へ
●は保健福祉課（65-3685）へ問い合わせて下さい
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